
 

               

 

 

 

 

和歌山市立博物館 

春季企画展「新収蔵品展」の開催について 

 近年、博物館に寄贈いただいたり、博物館が購入した新収蔵の資料を展示します。  

 吉宗
よしむね

、治
はる

宝
とみ

、熊
くま

楠
ぐす

、和
わ

歌
か

祭
まつり

、南紀
なんき

重国
しげくに

、三
さん

楽園
らくえん

焼
やき

、石
せき

鏃
ぞく

・・・これらの資料は、どのような

歴史をわたしたちに語りかけてくれるのでしょうか。            

 和歌山市立博物館に仲間入りした新たな歴史の語り部たちの声に耳を傾けてみてください。                                     

 
 

【展覧会名】 春季企画展「新収蔵品展」 

 

【会  期】 令和４年３月１２日（土）～５月１５日（日） 

       ※休館日：月曜日（３月２１日を除く。） 

３月２２日（火）、４月３０日（土）、５月６日（金） 

 

【開館時間】 ９時～１７時（ただし、入館は１６時３０分まで） 

 

【会  場】 和歌山市立博物館２階 特別展示室 

和歌山市湊本町２丁目３番地（旧市民会館となり） 

        

【入 館 料】 一般・大学生 １００円 高校生以下 無料 

※和歌山市発行の老人優待利用券をお持ちの方は無料 

※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方及び 

その介護者は無料 

※２０人以上の団体は２割引 

 

【主な展示資料】 

 ＜寄贈いただいた資料＞ 

  ①徳川吉宗画 野馬図 （平成２８年度寄贈） 

  ②南紀重国銘 刀   （令和３年度寄贈） 

  ③奥山田遺跡出土 石
せき

鏃
ぞく

（令和３年度寄贈） 

 

 ＜購入した資料＞ 

  ④南方熊楠肖像画   （平成２９年度購入） 

  ⑤和歌祭図      （令和２年度購入） 

 

  

 

担 当 課 文化振興課（博物館） 

担 当 者 太田・山下 

電    話 073-423-0003 

※和歌山市立博物館では、新型コロナウイルス感染防止対策を行っております。 

※ご来館の際は、マスクの着用や検温等にご協力をお願いします。 
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           春季企画展「新収蔵品展」 

 

 

１ 展覧会名称   春季企画展「新収蔵品展」 

 

２ 会   期   令和４年３月１２日（土）～令和４年５月１５日（日）  

          休館日：月曜日（ただし３月２１日は開館）、３月２２日（火）、 

４月３０日（土）、５月６日（金） 

          開館時間：9時～17時（ただし入館は 16時 30分まで） 

 

３ 入 館 料   一般：100円  高校生以下：無料 

          ※和歌山市が発行する老人優待利用券をお持ちの方は、本人のみ無料 

          ※団体（20人以上）は 2割引 

                     

４ 会   場   和歌山市立博物館 ２階特別展示室 

           

５ 主   催   和歌山市立博物館 

 

６ 開催趣旨     近年、博物館に寄贈いただいたり、博物館が購入した歴史資料を展示す

る。紀州徳川家に関係するものや、和歌祭、南方熊楠、江戸時代の焼き物、

古文書、考古資料などさまざまな種類の資料を、速報展としていち早く市

民の方々に紹介する。展示予定件数 約４５件。 

 

７ 担  当    和歌山市立博物館 太田・山下 

〒640-8222 和歌山市湊本町 3-2  TEL：073-423-0003  

FAX：073-432-9040 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

主な展示資料 

 

〇寄贈資料 

①徳川吉宗筆 野馬図（平成２８年度寄贈） 

 

徳川吉宗が描いたとされる馬の画で、脚を蹴り上げ 

た躍動感のある馬が墨で描かれている。元は紀州徳 

川家の所蔵品であったことがわかる同じ箱には、吉 

宗の騎馬の姿を描いた画も収納されている。 

 

 

②三代重国作 刀（令和３年度寄贈） 

   

全長 87.6ｃｍの刀で柄の部分に「於南紀 

文珠重国造之」と銘が切られている。重国 

は紀州徳川家のお抱え刀剣鍛冶で、一般に 

「南紀重国」として知られる名工である。初代から 11 代まで江戸時代を通じ作刀した。銘や刀の

形・地肌の様子などから、江戸時代前期（１７世紀）の３代重国の作とみなされる。 

 

③奥山田遺跡 石鏃（令和３年度寄贈） 

 

和歌山市東部の奥山田遺跡で採集された石器で、 

弓の先につけて狩りを行った石鏃（せきぞく）で 

ある。弓に接続する部分がくぼんでいるので凹基 

式と呼ばれ、縄文時代に作られたことがわかる。 

遺跡からは石器作りでできた石の破片も多数見つ 

かっているので、標高２０ｍ前後の丘は縄文人の 

生活の場であったことがわかる。 

 

 

〇購入資料 

 ①南方熊楠肖像（平成２９年度購入） 

 

南方熊楠（ 1867～ 1941）は、和歌山市出身で世  

界的な博物学者として有名で、描いたのは  

“日本初の漫画家”といわれる北沢楽天という  

人物。うちわをもった姿は、くつろいだ感じだ  

が、鋭いまなざしは、天才と呼ばれた熊楠の人  

物像を物語っているようである。  

 



 

②和歌祭図（令和２年度購入） 

  

明治から大正時代にかけて活躍した画家の榎本遊谷 

（1848～1923）による大正９年（1920）の作。帳面 

のようになった紙に、唐船、母衣、雑賀踊りなど和 

歌祭の演目が色鮮やかに描かれている。各練り物を 

詳細に描いている点が貴重である。 

 

 

  




